
 

（様式１－３） 

石巻市復興交付金事業計画 復興交付金事業等個票 

令和４年７月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. 328 事業名 下水道事業（雨水）（石巻中央排水区） 事業番号 D-21-12 

交付団体 石巻市 事業実施主体（直接/間接） 石巻市（直接） 

総交付対象事業費 58,291,649（千円） 全体事業費 61,123,888（千円） 

事業概要 

■【石巻市震災復興基本計画】 

   施策大綱 １みんなで築く災害に強いまちづくり  節 ３減災まちづくりの推進 

     細節 １都市基盤の復旧・復興  事業名 下水道施設の整備 

 

震災における地盤沈下の影響で、排水不良や浸水区域となった地域の排水排除施設としてポンプ施設を

設置し、内水排除を効率化させ、安心・安全な都市基盤を構築する。 

① 下水道整備事業（ポンプ施設） 

 

（事業間流用による経費の変更）（令和 2年 5月 19日） 

 他事業の一部とりやめにより、D-23-51 防災集団移転促進事業（【石巻】石巻新市街地）より[R2]188,800

千円（国費：H25当初予算（繰越）141,600千円）を流用。これにより、交付対象事業費は 58,291,649千円

（国費：43,718,735千円）から 58,480,449千円（国費：43,860,335千円）に増額。 

 

（事業間流用による経費の変更 及び 事業期間の延伸）（令和 2年 9月 30日） 

事業に執行残が見込まれるため、D-21-11 下水道事業（雨水）（渡波排水区）より[R2]745,821千円（国

費：R1当初予算（繰越）559,366千円）、D-21-23 下水道事業（雨水）（北北上運河右岸第二排水区）より

[R2]62,179 千円（国費：H27 当初（繰越）36,347 千円、H28 当初（繰越）10,287 千円）を流用。これによ

り、交付対象事業費は 58,480,449千円（国費：43,860,335千円）から 59,288,449千円（国費：44,466,335

千円）に増額。 

また、労務者の手配調整、及び、工事施工に伴い発生した状況変化に伴う施工能率の低下により不測の日

数を要したため、令和 3年度へ事業期間を延伸する。 

 

（事業間流用による経費の変更）（令和 3年 11月 30日（事前了承済み）） 

事業費に不足が見込まれるため、D-21-10 下水道事業（雨水）（流留第一排水区）より[R2]401,170千円

（国費：H25当初予算（繰越）51,410千円、R1当初予算 249,467千円）、D-21-17 下水道事業（雨水）（石

巻港排水区）より[R2]225,269千円（国費：R1当初予算 168,947千円）を流用。これにより、交付対象事業

費は 59,288,449千円（国費：44,466,335千円）から 59,914,888千円（国費：44,936,159千円）に増額。 

 

（事業間流用による経費の変更）（令和 3年 12月 24日（事前了承済み）） 

事業費に不足が見込まれるため、★F-2-1-1 市街地復興効果促進事業より[R2]293,521千円（国費：H23

補正予算（繰越）11,288 千円、H25 当初予算 189 千円、H25 補正予算 1,530 千円、H25 当初予算（繰越）

16,863千円、H25補正予算（繰越）522千円、H26当初予算（繰越）189,749千円）、D-1-13 道路事業（市

街地相互の接続道路等）（仮）渡波稲井線より[R2]145,033 千円（国費：H23 補正予算（繰越）108,775 千

円）、D-23-46 防災集団移転促進事業（【雄勝】雄勝中心部ＡＢ地区）より[R2]30,827千円（国費：H23補

正予算（繰越）23,120千円）、◆D-23-52-1 浸水対策事業（渡波地区）より[R2]44,551千円（国費：H25当



 

初予算（繰越）33,413千円）、D-21-17 下水道事業（雨水）（石巻港排水区）より[R2]300,000千円（国費：

R1当初予算 225,000千円）、D-17-20 都市再生区画整理事業（被災市街地復興土地区画整理事業）（下釜

南部地区）より[R2]12,155千円（国費：H25当初予算（繰越）9,116千円）、◆D-22-5-2 広場整備事業（石

巻南浜津波復興祈念公園）より[R2]156,577千円（国費：H23補正予算（繰越）57,931千円、H30当初予算

59,502千円）、D-17-21 都市再生区画整理事業（被災市街地復興土地区画整理事業）（中央二丁目地区）

より[R2]65千円（国費：H23補正予算（繰越）49千円）、◆D-23-51-2 南浜地区低平地整備事業に係る支

障物除去・整地等事業より[R2]12,641千円（国費：H27当初予算（繰越）9,481千円）、D-20-7 大川地区

地域交流センター整備事業より[R2]4,630 千円（国費：H25 当初予算（繰越）3,472 千円）を流用。これに

より、交付対象事業費は 59,914,888千円（国費：44,936,159千円）から 60,914,888千円（国費：45,686,159

千円）に増額。 

 

（事業期間の延伸）（令和 4年 3月 4日） 

 新型コロナウイルス感染症の影響による日当たり施工量の低下、幹線管渠建設工事の工区内で発生した

空洞への対応等により工事の進捗が遅れたため、事業期間を令和３年度から令和４年度へ延伸する。 

 

（事業間流用による経費の変更）（令和 4年 7月 29日（事前了承済み）） 

事業費に不足が見込まれるため、D-21-11 下水道事業（雨水）（渡波排水区）より[R2]209,000千円（国

費：H26当初（繰越）156,750千円）を流用。これにより、交付対象事業費は 60,914,888千円（国費：45,686,159

千円）から 61,123,888千円（国費：45,842,909千円）に増額。 

 

当面の事業概要 

＜平成 29～令和 4年度＞   

ポンプ施設工事（土木・機械・電気）、雨水管渠工事 

 

東日本大震災の被害との関係 

地盤沈下に伴う浸水区域や排水不良区域については、浸水被害の解消を図るため、ポンプ施設の設置が急

がれており、早急な構築が必要とされる。 

 

関連する災害復旧事業の概要 

・既設下水道施設（管路、人孔等）の復旧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（様式１－３） 

石巻市復興交付金事業計画 復興交付金事業等個票 

令和４年７月時点 

※本様式は１－２に記載した事業ごとに記載してください。 

NO. 344 事業名 下水道事業（雨水）（不動沢排水区） 事業番号 D-21-21 

交付団体 石巻市 事業実施主体（直接/間接） 石巻市（直接） 

総交付対象事業費 7,131,907（千円） 全体事業費 8,409,806（千円） 

事業概要 

■【石巻市震災復興基本計画】 

   施策大綱 １みんなで築く災害に強いまちづくり      節 ３減災まちづくりの推進 

     細節 １都市基盤の復旧・復興    事業名 下水道施設の整備 

震災における地盤沈下の影響で、排水不良や浸水区域となった地域の排水排除施設としてポンプ施設を

設置し、内水排除を効率化させ、安心・安全な都市基盤を構築する。 

① 下水道整備事業（ポンプ施設） 

 

（事業間流用による経費の変更）（令和 2年 5月 19日） 

事業の一部取りやめにより減額し、D-21-11 下水道事業（雨水）（渡波排水区）へ[R2]1,087,900千円（国

費：R1当初予算 815,925千円）を流用。これにより、交付対象事業費は 7,131,907千円（国費：5,348,928

千円）から 6,044,007千円（国費：4,533,003千円）に減額。 

 

（事業間流用による経費の変更 及び 事業期間の延伸）（令和 2年 9月 30日） 

事業に執行残が見込まれるため、D-21-28 下水道事業（汚水）（上釜南部地区）より[R2]152,873千円（国

費：H28当初（繰越）114,655千円）、D-21-29 下水道事業（汚水）（下釜南部地区）より[R2]297,127千

円（国費：H28当初（繰越）222,845千円）を流用。これにより、交付対象事業費は 6,044,007千円（国費：

4,533,003千円）から 6,494,007千円（国費：4,870,503千円）に増額。 

また、労務者の手配調整に不測の日数を要したため、令和 3年度へ事業期間を延伸する。 

 

（事業間流用による経費の変更）（令和 3年 11月 30日（事前了承済み）） 

事業費に不足が見込まれるため、D-21-17 下水道事業（雨水）（石巻港排水区）より[R2]403,123千円（国

費：H23補正予算（繰越）2,592千円、H24当初予算（繰越）2,447千円、H27当初予算（繰越）143,208千

円、H28当初予算（繰越）152,743千円、R1当初予算 1,352千円）、D-21-23 下水道事業（雨水）（北北上

運河右岸第二排水区）より[R2]149,676 千円（国費：H23 補正予算（繰越）112,256 千円）を流用。これに

より、交付対象事業費は 6,494,007 千円（国費：4,870,503 千円）から 7,046,806 千円（国費：5,285,101

千円）に増額。 

 

（事業間流用による経費の変更）（令和 3年 12月 24日（事前了承済み）） 

事業費に不足が見込まれるため、D-20-7 大川地区地域交流センター整備事業より[R2]13,231 千円（国

費：H25当初予算（繰越）3,015千円、H28当初予算（繰越）6,909千円）、◆D-23-53-1 長面地区被災低平

地整備事業より[R2]662,766千円（国費：H26当初予算（繰越）349,458千円、H27当初予算（繰越）147,616

千円）、◆D-23-2-1 防集団地の造成に伴う発生残土解消事業より[R2]24,003千円（国費：H25当初予算（繰

越）18,002 千円）を流用。これにより、交付対象事業費は 7,046,806 千円（国費：5,285,101 千円）から

7,746,806千円（国費：5,810,101千円）に増額。 

 



 

（事業期間の延伸）（令和 4年 3月 4日） 

 新型コロナウイルス感染症の影響による日当たり施工量の低下により工事の進捗が遅れたため、事業期

間を令和３年度から令和４年度へ延伸する。 

 

（事業間流用による経費の変更）（令和 4年 7月 29日（事前了承済み）） 

事業費に不足が見込まれるため、D-21-11 下水道事業（雨水）（渡波排水区）より[R2]663,000千円（国

費：H26当初（繰越）458,520千円、H27当初（繰越）15,735千円、H28当初（繰越）13,578千円、R1当初

9,417千円）を流用。これにより、交付対象事業費は 7,746,806千円（国費：5,810,101千円）から 8,409,806

千円（国費：6,307,351千円）に増額。 

当面の事業概要 

＜令和元年～2年度＞ 用地取得 

＜令和 2年～4年度＞ ポンプ施設工事（土木・機械・電気） 

 

東日本大震災の被害との関係 

地盤沈下に伴う浸水区域や排水不良区域については、浸水被害の解消を図るため、ポンプ施設の設置が急

がれており、早急な構築が必要とされる。 

 

関連する災害復旧事業の概要 

・既設下水道施設（管路、人孔等）の復旧 

 

 

 

 


